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Ⅰ．目的

青年期は罹患が少なく，健康障害も少ないため

健康に対する配慮が希薄である１）。この時期は生

活リズムを崩しやすく，食事時間は生活の乱れに

伴って不規則になりやすい。生活リズムの不規則

な者は，食品摂取に対する配慮が不充分であるこ

とも指摘されている２）～４）。朝食欠食状況の年次推

移をみると，男女ともに高くなる傾向であり，平

成２０年国民健康・栄養調査結果によると，男性は

３０歳代で最も高く３０．０％，女性は２０歳代で最も高

く２６．２％である５）。平成１７年６月に制定された食

育基本法では，さまざまな経験を通じて「食」に

関する知識と「食」を選択する力を習得し，健全

な食生活を実践することができる人間を育てるた

めに食育を推進することが求められている６）。ま

た，女子短大生に対する食育は，自らの食生活を

管理することに加えて，家庭もしくは母親とし

て，人々の健康に関わる場合に備え，準備してい

くことにもつながる。

そこで，本調査では女子短大生の食生活状況，

生活習慣，健康状態，食生活の満足度，食育への

期待を把握して，健全な食生活に対する配慮の向

上を目指した今後の食育のあり方を検討すること

を目的とした。

Ⅱ．方法

� 対象者

調査対象は山梨県内の私立Ａ短期大学食物栄養

科の女子学生（２３５名）である。表１に調査対象
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概 要

本調査は女子短大生の食生活状況（食習慣，食品の利用頻度，食品購入時の配慮，食事作り

へのかかわり，共食，家族とのコミュニケーション），生活習慣（生活リズム，運動），健康状

態，食生活の満足度，食育への期待を把握するとともに，健全な食生活に対する配慮の向上を

目指した今後の食育のあり方を検討することを目的とした。健全な食生活に対する配慮の良好

群と不良群に分け，各項目との関連を検討した。その結果，両群の間で有意差を認めた項目は

「朝食は毎日食べる」「食事のバランスはよい」「郷土料理を食べる」「国産のものにこだわ

る」「栄養表示や食品添加物の確認をする」「あらかじめ買うものを決めておく」「家族の食事

をつくる」「携帯電話を使いながら食事をしない」「食事時間は決まっている」「起床時間は決

まっている」「就寝時間は決まっている」「心身ともに健康だと思う」等であった。

一般論文

＊１ 山梨学院短期大学専攻科食物栄養専攻平成２１年度卒業

13



者の概要を示した。質問について未記入箇所のあ

る対象者の扱いについては，主要な設問に無回答

の者は除外した。有効回答率は９１．１％（２１４名）

であった。

� 調査期間

調査は，平成２０年１１月下旬～１２月初旬に，集団

調査にて無記名によるアンケート調査を実施し

た。質問紙はその場で回収した。

� 調査項目

調査項目は対象者の概要（学年，年齢，居住形

態），食生活状況（食習慣，食品の利用頻度，食

品購入時の配慮，食事作りへのかかわり，共食，

家族とのコミュニケーション），生活習慣（生活

リズム，運動），健康状態，食生活の満足度，食

育への期待についてである。健全な食生活に対す

る配慮についての設問は食生活指針７），食事バラ

ンスガイド８）を基本に，女子短大生の健全な食生

活に対する配慮として必要だと考えた６項目（朝

食は毎日食べる，食事のバランスはよい，よく噛

んで食べる，食事時間は規則的である，食事の際

に家族とよく会話をする，携帯電話を使いながら

食事をしない）と健全な食生活を総合的に判断で

きると考えた１項目（心身ともに健康だと思う）

を加えた７項目で構成した。その他の設問の作成

においては，女子学生の食習慣２）～４）や生活習

慣２）～４），食育推進基本計画９），食生活指針７），食事

バランスガイド８）を参考にした（なお，設問では

文言を若干修正している）。設問項目に対する選

択肢は基本的に４選択肢とした（よく当てはま

る，少し当てはまる，あまり当てはまらない，全

く当てはまらない）。一部の設問ではこの４選択

肢に相当する４段階の尺度を設定した。

� 分析方法

健全な食生活に対する配慮として考えた７項目

の百分率を算出した。次に，対象者を健全な食生

活に対する配慮の「良好群」と「不良群」に分け

た。グループ分けについては，健全な食生活に対

する配慮（７項目）の回答の選択肢を，「よく当

てはまる」（４点），「少し当てはまる」（３点），

「あまり当てはまらない」（２点），「全く当ては

まらない」（１点）と点数化した。対象者２１４名の

最高得点は２７点，最低得点は１０点，平均点は１９．６

点であった。合計点が２０～２７点を良好群１１２名

（５２．３％），１０～１９点を不良群１０２名（４７．７％）と

した。

健全な食生活に対する配慮意識と食生活状況，

生活習慣・健康状態および食生活の満足度・食育

への期待との関連をみるためにクロス集計と χ２

検定を行い，危険率５％未満で有意水準をみた。

集計と統計処理にはExcel および解析ソフト

SPSS（１５．０J）for Windows を用いた。

Ⅲ．結果

� 健全な食生活に対する配慮

表２に健全な食生活に対する配慮を示した。回

答割合の高い選択肢をみると，「朝食は毎日食べ

る」では「よく当てはまる」が５７．９％であった。

「食事のバランスはよい」では「少し当てはま

る」が３７．４％，「食事時間は規則的である」では

「少し当てはまる」が３９．７％，「よく噛んで食べ

る」では「少し当てはまる」が４４．４％，「食事の

際に家族とよく会話をする」では「少し当てはま

る」が４０．２％，「携帯電話を使いながら食事をし

ない」では「あまり当てはまらない」が３２．７％で

あった。「心身ともに健康だと思う」では「少し

当てはまる」が４３．５％であった。

� 健全な食生活に対する配慮と食生活状況との

関連

１）食習慣

表３に健全な食生活に対する配慮と食習慣との

関連を示した。良好群と不良群との間に有意差を

認めた項目は「朝食は毎日食べる」（P＜０．００１），

「食事のバランスはよい」（P＜０．００１）であっ

た。「朝食は毎日食べる」では，「よく当てはまる」

は良好群７９．５％に対し，不良群は３４．３％であっ

表１ 調査対象者の概要
人数（％）

項目 選択肢 （n＝２１４）

学年 １年 １２６ （５８．９）
２年 ８８ （４１．１）

年齢 １８歳 ３１ （１４．５）
１９歳 １０３ （４８．１）
２０～２９歳 ７５ （３５．０）
３０歳以上 ５ （２．３）

居住形態 家族と同居 １８７ （８７．４）
一人暮らし ２４ （１１．２）
その他 ３ （１．４）
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た。「食事のバランスはよい」では，良好群は「よ

く当てはまる」３８．４％，「少し当てはまる」４０．２％

であったが，不良群は「あまり当てはまらない」

が４０．２％，「全く当てはまらない」が１６．７％であっ

た。「野菜は毎日食べる」「果物は毎日食べる」

「牛乳や乳製品は毎日食べる」では，有意差はみ

られなかったが，「よく当てはまる」「少し当ては

まる」をあわせた割合は，いずれの項目も良好群

のほうが高かった。「しょっぱいものを好む」で

は両群ともに「あまり当てはまらない」が高く，

良好群４８．２％，不良群３９．２％であった。「油っぽ

いものを好む」でも両群ともに「あまり当てはま

らない」が高く，良好群４９．１％，不良群５０．０％で

あった。「甘いものを好む」では両群ともに「少

し当てはまる」が高く，良好群は３８．４％，不良群

は４５．１％であった。「和食を好む」「よく噛んで食

べる」「食事は残さない」では，有意差は認めら

れなかったが，「よく当てはまる」「少し当てはま

る」をあわせた割合はいずれの項目も良好群のほ

うが高かった。

２）食品の利用頻度・食品購入時の配慮

表４に健全な食生活に対する配慮と食品の利用

頻度・食品購入時の配慮との関連を示した。良好

群と不良群との間に有意差を認めた項目は「コン

ビニエンスストア（弁当・惣菜）」（P＜０．０５），

「加工食品」（P＜０．０５），「インスタント食品」

（P＜０．０５），「郷土料理をよく食べる」（P＜

０．０１），「国産のものにこだわる」（P＜０．０５），

「栄養表示の確認」（P＜０．００１），「食品添加物の

確認」（P＜０．０１）であった。「コンビニエンスス

トア（弁当・惣菜）」「加工食品」「インスタント

食品」では，「よく利用する」と「少し利用する」

表２ 健全な食生活に対する配慮 人数（％）

項目 選択肢 （n＝２１４）

朝食は毎日食べる よく当てはまる １２４ （５７．９）
少し当てはまる ４１ （１９．２）
あまり当てはまらない ３７ （１７．３）
全く当てはまらない １２ （５．６）

食事のバランスはよい よく当てはまる ５２ （２４．３）
少し当てはまる ８０ （３７．４）
あまり当てはまらない ６１ （２８．５）
全く当てはまらない ２１ （９．８）

食事時間は規則的である よく当てはまる ３４ （１５．９）
少し当てはまる ８５ （３９．７）
あまり当てはまらない ７０ （３２．７）
全く当てはまらない ２５ （１１．７）

よく噛んで食べる よく当てはまる ３１ （１４．５）
少し当てはまる ９５ （４４．４）
あまり当てはまらない ８６ （４０．２）
全く当てはまらない ２ （０．９）

食事の際に家族とよく会話をする よく当てはまる ８４ （３９．３）
少し当てはまる ８６ （４０．２）
あまり当てはまらない ３８ （１７．８）
全く当てはまらない ６ （２．８）

携帯を使いながら食事をしない よく当てはまる ５６ （２６．２）
少し当てはまる ５２ （２４．３）
あまり当てはまらない ７０ （３２．７）
全く当てはまらない ３６ （１６．８）

心身ともに健康だと思う よく当てはまる ３０ （１４．０）
少し当てはまる ９３ （４３．５）
あまり当てはまらない ７２ （３３．６）
全く当てはまらない １９ （８．９）
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表３ 健全な食生活に対する配慮と食習慣との関連 人数（％）

項目 選択肢 総数
健全な食生活に対する配慮

χ２検定
良好群（n＝１１２）不良群（n＝１０２）

朝食は毎日食べる よく当てはまる １２４ （５７．９） ８９ （７９．５） ３５ （３４．３）
４５．２９（３）

＊＊＊

少し当てはまる ４１ （１９．２） １２ （１０．７） ２９ （２８．４）
あまり当てはまらない ３７ （１７．３） ９ （８．０） ２８ （２７．５）
全く当てはまらない １２ （５．６） ２ （１．８） １０ （９．８）

昼食は毎日食べる よく当てはまる １７９ （８３．６） １０４ （９２．９） ７５ （７３．５）

ns
少し当てはまる ３０ （１４．０） ８ （７．１） ２２ （２１．６）
あまり当てはまらない ４ （１．９） ０ （０．０） ４ （３．９）
全く当てはまらない １ （０．５） ０ （０．０） １ （１．０）

夕食は毎日食べる よく当てはまる １５９ （７４．３） ９８ （８７．５） ６１ （５９．８）

ns
少し当てはまる ４５ （２１．０） １２ （１０．７） ３３ （３２．４）
あまり当てはまらない ８ （３．７） ２ （１．８） ６ （５．９）
全く当てはまらない ２ （０．９） ０ （０．０） ２ （２．０）

食事のバランスはよい よく当てはまる ５２ （２４．３） ４３ （３８．４） ９ （８．８）
３８．３７（３）

＊＊＊

少し当てはまる ８０ （３７．４） ４５ （４０．２） ３５ （３４．３）
あまり当てはまらない ６１ （２８．５） ２０ （１７．９） ４１ （４０．２）
全く当てはまらない ２１ （９．８） ４ （３．６） １７ （１６．７）

野菜は毎日食べる よく当てはまる ５１ （２３．８） ３７ （３３．０） １４ （１３．７）

ns
少し当てはまる １０２ （４７．７） ５３ （４７．３） ４９ （４８．０）
あまり当てはまらない ５７ （２６．６） ２０ （１７．９） ３７ （３６．３）
全く当てはまらない ４ （１．９） ２ （１．８） ２ （２．０）

果物は毎日食べる よく当てはまる ３２ （１５．０） ２２ （１９．６） １０ （９．８）

ns
少し当てはまる ５７ （２６．６） ３４ （３０．４） ２３ （２２．５）
あまり当てはまらない ８９ （４１．６） ４１ （３６．６） ４８ （４７．１）
全く当てはまらない ３６ （１６．８） １５ （１３．４） ２１ （２０．６）

牛乳・乳製品は毎日食べる よく当てはまる ５０ （２３．４） ３０ （２６．８） ２０ （１９．６）

ns
少し当てはまる ５７ （２６．６） ３２ （２８．６） ２５ （２４．５）
あまり当てはまらない ７２ （３３．６） ３６ （３２．１） ３６ （３５．３）
全く当てはまらない ３５ （１６．４） １４ （１２．５） ２１ （２０．６）

「しょっぱいもの」を好む よく当てはまる ２６ （１２．１） １２ （１０．７） １４ （１３．７）

ns
少し当てはまる ６６ （３０．８） ２９ （２５．９） ３７ （３６．３）
あまり当てはまらない ９４ （４３．９） ５４ （４８．２） ４０ （３９．２）
全く当てはまらない ２８ （１３．１） １７ （１５．２） １１ （１０．８）

「油っぽいもの」を好む よく当てはまる １１ （５．１） ４ （３．６） ７ （６．９）

ns
少し当てはまる ６０ （２８．０） ３０ （２６．８） ３０ （２９．４）
あまり当てはまらない １０６ （４９．５） ５５ （４９．１） ５１ （５０．０）
全く当てはまらない ３７ （１７．３） ２３ （２０．５） １４ （１３．７）

「甘いもの」を好む よく当てはまる ７１ （３３．２） ４１ （３６．６） ３０ （２９．４）

ns
少し当てはまる ８９ （４１．６） ４３ （３８．４） ４６ （４５．１）
あまり当てはまらない ４１ （１９．２） ２１ （１８．８） ２０ （１９．６）
全く当てはまらない １３ （６．１） ７ （６．３） ６ （５．９）

和食を好む よく当てはまる ４８ （２２．４） ３９ （３４．８） ９ （８．８）

ns
少し当てはまる １０１ （４７．２） ５０ （４４．６） ５１ （５０．０）
あまり当てはまらない ６１ （２８．５） ２１ （１８．８） ４０ （３９．２）
全く当てはまらない ４ （１．９） ２ （１．８） ２ （２．０）

よく噛んで食べる よく当てはまる ３１ （１４．５） ２０ （１７．９） １１ （１０．８）

ns
少し当てはまる ９５ （４４．４） ５８ （５１．８） ３７ （３６．３）
あまり当てはまらない ８６ （４０．２） ３３ （２９．５） ５３ （５２．０）
全く当てはまらない ２ （０．９） １ （０．９） １ （１．０）

食事は残さない よく当てはまる １１１ （５１．９） ７０ （６２．５） ４１ （４０．２）

ns
少し当てはまる ７４ （３４．６） ３５ （３１．３） ３９ （３８．２）
あまり当てはまらない ２５ （１１．７） ６ （５．４） １９ （１８．６）
全く当てはまらない ４ （１．９） １ （０．９） ３ （２．９）

*** : P＜０．００１ ** : P＜０．０１ * : P＜０．０５ ns：有意差なし
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をあわせた割合はいずれも不良群のほうが高かっ

た。「郷土料理をよく食べる」では，「よく当ては

まる」は良好群２０．５％，不良群６．９％と，良好群

のほうが有意に高かった。「国産のものにこだわ

る」では，「よく当てはまる」は良好群３０．４％，

不良群１３．７％であった。「栄養表示の確認」や「食

品添加物の確認」においても，「よく当てはまる」

「少し当てはまる」は，良好群のほうが有意に高

かった。

３）食事作りへのかかわり

表５に健全な食生活に対する配慮と食事作りへ

のかかわりとの関連を示した。良好群と不良群と

の間に有意差を認めた項目は「あらかじめ買うも

のを決めておく」（P＜０．０５），「家族の食事を作

る」（P＜０．０１），「家庭での食事作りに積極的に

か か わ る」（P＜０．００１），「下 ご し ら え」（P＜

０．０１），「調 理」（P＜０．００１），「後 片 付 け」（P＜

０．０５）であった。「あらかじめ買うものを決めて

おく」では，「よく当てはまる」は良好群２６．８％，

不良群１５．７％，「少し当てはまる」は良好群

４２．９％，不良群３６．３％と，良好群のほうが有意に

高かった。有意な差はみられなかったが，「余分

な買い物をしない」「冷蔵庫の中を把握する」に

おいても，「よく当てはまる」「少し当てはまる」

表４ 健全な食生活に対する配慮と食品の利用頻度・食品購入時の配慮との関連 人数（％）

項目 選択肢 総数
健全な食生活に対する配慮

χ２検定
良好群（n＝１１２） 不良群（n＝１０２）

利
用
頻
度

コンビニエンスストア
（弁当・惣菜）

よく利用する １７ （７．９） ９ （８．０） ８ （７．８）
９．７１（３）
＊

少し利用する ５５ （２５．７） ２０ （１７．９） ３５ （３４．３）
あまり利用しない ８９ （４１．６） ４８ （４２．９） ４１ （４０．２）
全く利用しない ５３ （２４．８） ３５ （３１．３） １８ （１７．６）

加工食品 よく利用する ２５ （１１．７） １６ （１４．３） ９ （８．８）
１０．４０（３）

＊

少し利用する １１３ （５２．８） ４９ （４３．８） ６４ （６２．７）
あまり利用しない ６４ （２９．９） ３７ （３３．０） ２７ （２６．５）
全く利用しない １２ （５．６） １０ （８．９） ２ （２．０）

インスタント食品 よく利用する １８ （８．４） ６ （５．４） １２ （１１．８）
１１．０５（３）

＊

少し利用する ７８ （３６．４） ３５ （３１．３） ４３ （４２．２）
あまり利用しない ８９ （４１．６） ４９ （４３．８） ４０ （３９．２）
全く利用しない ２９ （１３．６） ２２ （１９．６） ７ （６．９）

旬の食材 よく利用する ３９ （１８．２） ３３ （２９．５） ６ （５．９）

ns
少し利用する ８９ （４１．６） ４８ （４２．９） ４１ （４０．２）
あまり利用しない ７９ （３６．９） ３０ （２６．８） ４８ （４８．０）
全く利用しない ７ （３．３） １ （０．９） ６ （５．９）

郷土料理をよく食べる よく当てはまる ３０ （１４．０） ２３ （２０．５） ７ （６．９）
１１．５８（３）

＊＊

少し当てはまる ５５ （２５．７） ３２ （２８．６） ２３ （２２．５）
あまり当てはまらない ９９ （４６．３） ４５ （４０．２） ５４ （５２．９）
全く当てはまらない ３０ （１４．０） １２ （１０．７） １８ （１７．６）

食事は手作りを食べる よく当てはまる １０４ （４８．６） ７０ （６２．５） ３４ （３３．３）

ns
少し当てはまる ８２ （３８．３） ３６ （３２．１） ４６ （４５．１）
あまり当てはまらない ２６ （１２．１） ５ （４．５） ２１ （２０．６）
全く当てはまらない ２ （０．９） １ （０．９） １ （１．０）

食
品
購
入
時
の
配
慮

国産のものにこだわる よく当てはまる ４８ （２２．４） ３４ （３０．４） １４ （１３．７）
１１．１７（３）

＊

少し当てはまる ７２ （３３．６） ３９ （３４．８） ３３ （３２．４）
あまり当てはまらない ６４ （２９．９） ２６ （２３．２） ３８ （３７．３）
全く当てはまらない ３０ （１４．０） １３ （１１．６） １７ （１６．７）

栄養表示の確認 よく当てはまる ２９ （１３．６） ２１ （１８．８） ８ （７．８）
１９．１１（３）

＊＊＊

少し当てはまる ８７ （４０．７） ５５ （４９．１） ３２ （３１．４）
あまり当てはまらない ７４ （３４．６） ２９ （２５．９） ４５ （４４．１）
全く当てはまらない ２４ （１１．２） ７ （６．３） １７ （１６．７）

食品添加物の確認 よく当てはまる ２０ （９．３） １６ （１４．３） ４ （３．９）
１４．５１（３）

＊＊

少し当てはまる ６０ （２８．０） ３８ （３３．９） ２２ （２１．６）
あまり当てはまらない ９３ （４３．５） ４３ （３８．４） ５０ （４９．０）
全く当てはまらない ４１ （１９．２） １５ （１３．４） ２６ （２５．５）

*** : P＜０．００１ ** : P＜０．０１ * : P＜０．０５ ns：有意差なし
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は良好群のほうが高かった。「家族の食事を作

る」では，「よく当てはまる」が良好群４４．６％，

不良群２４．５％と，良好群のほうが有意に高かっ

た。「家庭での食事作りに積極的にかかわる」に

おいても，「よく当てはまる」は良好群３３．９％，

不良群１２．７％，「少し当てはまる」は良好群

３９．３％，不良群２８．４％と，有意に良好群が高かっ

た。食事作りの手伝いでは，良好群は「下ごしら

え」「調理」「後片付け」のいずれの項目でも「よ

く当てはまる」が高く，順に３５．７％，４２．９％，

３８．４％であった。

４）共食・家族とのコミュニケーション・食事環

境

表６に健全な食生活に対する配慮と共食・家族

とのコミュニケーションとの関連を示した。良好

群と不良群の間で有意差を認めた項目は「家族で

毎日一緒に食事をする」（P＜０．０１），「食品を購

入するとき家族と会話をする」（P＜０．０１），「携

帯電話を使いながら食事をしない」（P＜０．００１）

であった。「家族で毎日一緒に食事をする」では

「よく当てはまる」は良好群４６．４％に対し，不良

群は２１．６％と，良好群が有意に高かった。「食品

を購入するとき，家族と会話をする」において

表５ 健全な食生活に対する配慮と食事作りへのかかわりとの関連 人数（％）

項目 選択肢 総数
健全な食生活に対する配慮

χ２検定
良好群（n＝１１２） 不良群（n＝１０２）

食
品
購
入
時
の
配
慮

あらかじめ買うものを
決めておく

よく当てはまる ４６ （２１．５） ３０ （２６．８） １６ （１５．７）
９．６８（３）

＊

少し当てはまる ８５ （３９．７） ４８ （４２．９） ３７ （３６．３）
あまり当てはまらない ６２ （２９．０） ２８ （２５．０） ３４ （３３．３）
全く当てはまらない ２１ （９．８） ６ （５．４） １５ （１４．７）

余分な買い物をしない よく当てはまる ２８ （１３．１） １６ （１４．３） １２ （１１．８）

ns
少し当てはまる ８５ （３９．７） ５２ （４６．４） ３３ （３２．４）
あまり当てはまらない ８４ （３９．３） ３６ （３２．１） ４８ （４７．１）
全く当てはまらない １７ （７．９） ８ （７．１） ９ （８．８）

冷蔵庫の中を把握する よく当てはまる ２６ （１２．１） １９ （１７．０） ７ （６．９）

ns
少し当てはまる ７１ （３３．２） ３９ （３４．８） ３２ （３１．４）
あまり当てはまらない ９２ （４３．０） ４３ （３８．４） ４９ （４８．０）
全く当てはまらない ２５ （１１．７） １１ （９．８） １４ （１３．７）

食
事
作
り

自分の食事を作る よく当てはまる ８１ （３７．９） ５２ （４６．４） ２９ （２８．４）

ns
少し当てはまる ９２ （４３．０） ４４ （３９．３） ４８ （４７．１）
あまり当てはまらない ３６ （１６．８） １３ （１１．６） ２３ （２２．５）
全く当てはまらない ５ （２．３） ３ （２．７） ２ （２．０）

家族の食事を作る よく当てはまる ７５ （３５．０） ５０ （４４．６） ２５ （２４．５）
１１．８２（３）

＊＊

少し当てはまる ７９ （３６．９） ３９ （３４．８） ４０ （３９．２）
あまり当てはまらない ５０ （２３．４） １８ （１６．１） ３２ （３１．４）
全く当てはまらない １０ （４．７） ５ （４．５） ５ （４．９）

家庭での食事作りに積
極的にかかわる

よく当てはまる ５１ （２３．８） ３８ （３３．９） １３ （１２．７）
２８．３９（３）

＊＊＊

少し当てはまる ７３ （３４．１） ４４ （３９．３） ２９ （２８．４）
あまり当てはまらない ７８ （３６．４） ２３ （２０．５） ５５ （５３．９）
全く当てはまらない １２ （５．６） ７ （６．３） ５ （４．９）

手
伝
い

下ごしらえ よく当てはまる ５５ （２５．７） ４０ （３５．７） １５ （１４．７）
１２．９９（３）

＊＊

少し当てはまる ７０ （３２．７） ３４ （３０．４） ３６ （３５．３）
あまり当てはまらない ７４ （３４．６） ３１ （２７．７） ４３ （４２．２）
全く当てはまらない １５ （７．０） ７ （６．３） ８ （７．８）

調理 よく当てはまる ６７ （３１．３） ４８ （４２．９） １９ （１８．６）
１７．７９（３）

＊＊＊

少し当てはまる ８０ （３７．４） ３８ （３３．９） ４２ （４１．２）
あまり当てはまらない ５７ （２６．６） ２０ （１７．９） ３７ （３６．３）
全く当てはまらない １０ （４．７） ６ （５．４） ４ （３．９）

後片付け よく当てはまる ６５ （３０．４） ４３ （３８．４） ２２ （２１．６）
８．４２（３）

＊

少し当てはまる ７９ （３６．９） ４０ （３５．７） ３９ （３８．２）
あまり当てはまらない ５６ （２６．２） ２３ （２０．５） ３３ （３２．４）
全く当てはまらない １４ （６．５） ６ （５．４） ８ （７．８）

*** : P＜０．００１ ** : P＜０．０１ * : P＜０．０５ ns：有意差なし
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も，「よく当てはまる」は良好群３６．６％，不良群

１３．７％と，有意に良好群が高かった。食事の際に

「テレビをつけている」では，両群ともに「よく当

てはまる」が高く，良好群６７．０％，不良は７０．６％

であった。「携帯電話を使いながら食事をしな

い」では，「よく当てはまる」は良好群４２．０％，

不良群８．８％と，有意に良好群が高かった。

� 健全な食生活に対する配慮と生活習慣・健康

状態・運動との関連

表７に健全な食生活に対する配慮と生活習慣・

健康状態・運動との関連を示した。良好群と不良

群との間に有意差を認めた項目は「食事時間は決

まっている」（P＜０．００１），「起床時間は決まって

いる」（P＜０．００１），「就寝時間は決まっている」

（P＜０．００１），「生活リズムに満足している」（P

＜０．０５），「よく眠れる」（P＜０．０５），「心身とも

に健康だと思う」（P＜０．００１）であった。「食事

時間は決まっている」では，良好群は「よく当て

はまる」が２８．６％であったが，不良群は「あまり

当てはまらない」４６．１％，「全く当てはまらない」

２４．５％であった。「起床時間は決まっている」で

は，「よく当てはまる」は不良群３．９％に対し，良

好群は３４．８％と高かった。「就寝時間は決まって

いる」では良好群は「当てはまる」１５．２％，「少

し当てはまる」４６．４％に対し，不良群は「あまり

当てはまらない」が４９．０％であった。「生活リズ

ムに満足している」でも，「よく当てはまる」「少

し当てはまる」は，良好群のほうが高かった。健

康状態の「よく眠れる」では，良好群は「よく当

てはまる」１４．３％，「少し当てはまる」４４．６％で

あったが，不良群は「あまり当てはまらない」

４７．１％，「全く当てはまらない」１５．７％であった。

「毎日，排便がある」では，有意差はみられな

かったが，良好群のほうが「よく当てはまる」

「少し当てはまる」の割合が高かった。「心身と

もに健康だと思う」では良好群は「少し当てはま

る」が５２．７％，不良群は「あまり当てはまらな

い」が４９．０％であった。

� 健全な食生活に対する配慮と食生活の満足

度・食育の状況との関連

表８に健全な食生活に対する配慮と食生活の満

足度，食育の実践状況との関連を示した。良好群

表６ 健全な食生活に対する配慮と共食・家族とのコミュニケーション・食事環境との関連 人数（％）

項目 選択肢 総数
健全な食生活に対する配慮

χ２検定
良好群（n＝１１２） 不良群（n＝１０２）

共
食

家族で毎日一緒に食事
をする

よく当てはまる ７４ （３４．６） ５２ （４６．４） ２２ （２１．６）
１６．９３（３）

＊＊

少し当てはまる ６０ （２８．０） ３０ （２６．８） ３０ （２９．４）
あまり当てはまらない ５９ （２７．６） ２３ （２０．５） ３６ （３５．３）
全く当てはまらない ２１ （９．８） ７ （６．３） １４ （１３．７）

家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

食事作りのとき家族と
会話をする

よく当てはまる ７５ （３５．０） ５３ （４７．３） ２２ （２１．６）

ns
少し当てはまる ７７ （３６．０） ３９ （３４．８） ３８ （３７．３）
あまり当てはまらない ５３ （２４．８） １８ （１６．１） ３５ （３４．３）
全く当てはまらない ９ （４．２） ２ （１．８） ７ （６．９）

食品を購入するとき家
族と会話をする

よく当てはまる ５５ （２５．７） ４１ （３６．６） １４ （１３．７）
１５．４２（３）

＊＊

少し当てはまる ７９ （３６．９） ３６ （３２．１） ４３ （４２．２）
あまり当てはまらない ６３ （２９．４） ２６ （２３．２） ３７ （３６．３）
全く当てはまらない １７ （７．９） ９ （８．０） ８ （７．８）

食事のとき家族と会話
をする

よく当てはまる ８４ （３９．３） ６１ （５４．５） ２３ （２２．５）

ns
少し当てはまる ８６ （４０．２） ３８ （３３．９） ４８ （４７．１）
あまり当てはまらない ３８ （１７．８） １１ （９．８） ２７ （２６．５）
全く当てはまらない ６ （２．８） ２ （１．８） ４ （３．９）

食
事
環
境

テレビをつけている よく当てはまる １４７ （６８．７） ７５ （６７．０） ７２ （７０．６）

ns
少し当てはまる ４３ （２０．１） ２２ （１９．６） ２１ （２０．６）
あまり当てはまらない １１ （５．１） ７ （６．３） ４ （３．９）
全く当てはまらない １３ （６．１） ８ （７．１） ５ （４．９）

携帯電話を使いながら
食事をしない

よく当てはまる ５６ （２６．２） ４７ （４２．０） ９ （８．８）
５６．２４（３）

＊＊＊

少し当てはまる ５２ （２４．３） ３６ （３２．１） １６ （１５．７）
あまり当てはまらない ７０ （３２．７） ２２ （１９．６） ４８ （４７．１）
全く当てはまらない ３６ （１６．８） ７ （６．３） ２９ （２８．４）

*** : P＜０．００１ ** : P＜０．０１ * : P＜０．０５ ns：有意差なし
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と不良群との間に有意差を認めた項目は，「食の

自己管理ができている」（P＜０．００１），「食生活に

満足している」（P＜０．００１），「小学校から高校ま

でに食教育を受けた」（P＜０．０１）であった。「食

の自己管理ができている」では，良好群は「よく

当てはまる」８．９％，「少し当てはまる」４１．１％で

あったが，不良群は「あまり当てはまらない」が

６８．６％であった。「食生活に満足している」では

良好群は「よく当てはまる」２０．５％，「少し当て

はまる」４１．１％であったが，不良群は「あまり当

てはまらない」が６０．８％であった。「食事に満足

している」「食事はおいしい」「食事は楽しい」で

は，有意な差はみられなかったが，いずれの項目

も「よく当てはまる」は良好群のほうが高かっ

た。「食生活を改善したい」では，「よく当てはま

る」が良好群３８．４％，不良群４２．２％，「少し当て

はまる」が良好群４３．８％，不良群４３．１％であっ

た。「小学校から高校までに食教育を受けた」で

は，「よく当てはまる」は良好群２７．７％，不良群

７．８％と有意に良好群が高かった。

� 健全な食生活に対する配慮と食育への期待と

の関連

表９に健全な食生活に対する配慮と食育への期

待との関連を示した。良好群と不良群との間に有

表７ 健全な食生活に対する配慮と生活習慣・健康状態・運動との関連 人数（％）

項目 選択肢 総数
健全な食生活に対する配慮

χ２検定
良好群（n＝１１２） 不良群（n＝１０２）

生
活
リ
ズ
ム

食事時間は決まってい
る

よく当てはまる ３４ （１５．９） ３２ （２８．６） ２ （２．０）
６９．２８（３）

＊＊＊

少し当てはまる ８５ （３９．７） ５７ （５０．９） ２８ （２７．５）
あまり当てはまらない ７０ （３２．７） ２３ （２０．５） ４７ （４６．１）
全く当てはまらない ２５ （１１．７） ０ （０．０） ２５ （２４．５）

起床時間は決まってい
る

よく当てはまる ４３ （２０．１） ３９ （３４．８） ４ （３．９）
４２．２５（３）

＊＊＊

少し当てはまる ９２ （４３．０） ４９ （４３．８） ４３ （４２．２）
あまり当てはまらない ５４ （２５．２） １９ （１７．０） ３５ （３４．３）
全く当てはまらない ２５ （１１．７） ５ （４．５） ２０ （１９．６）

就寝時間は決まってい
る

よく当てはまる １８ （８．４） １７ （１５．２） １ （１．０）
３５．４８（３）

＊＊＊

少し当てはまる ７７ （３６．０） ５２ （４６．４） ２５ （２４．５）
あまり当てはまらない ８５ （３９．７） ３５ （３１．３） ５０ （４９．０）
全く当てはまらない ３４ （１５．９） ８ （７．１） ２６ （２５．５）

生活リズムに満足して
いる

よく当てはまる １８ （８．４） １４ （１２．５） ４ （３．９）
１１．０９（３）

＊

少し当てはまる ６７ （３１．３） ３９ （３４．８） ２８ （２７．５）
あまり当てはまらない １０５ （４９．１） ５２ （４６．４） ５３ （５２．０）
全く当てはまらない ２４ （１１．２） ７ （６．３） １７ （１６．７）

健
康
状
態

よく眠れる よく当てはまる ２６ （１２．１） １６ （１４．３） １０ （９．８）
１０．２４（３）

＊

少し当てはまる ７８ （３６．４） ５０ （４４．６） ２８ （２７．５）
あまり当てはまらない ８４ （３９．３） ３６ （３２．１） ４８ （４７．１）
全く当てはまらない ２６ （１２．１） １０ （８．９） １６ （１５．７）

毎日排便がある よく当てはまる ４３ （２０．１） ２７ （２４．１） １６ （１５．７）

ns
少し当てはまる ７２ （３３．６） ４０ （３５．７） ３２ （３１．４）
あまり当てはまらない ７８ （３６．４） ３５ （３１．３） ４３ （４２．２）
全く当てはまらない ２１ （９．８） １０ （８．９） １１ （１０．８）

心身ともに健康だと思
う

よく当てはまる ３０ （１４．０） ２２ （１９．６） ８ （７．８）
２３．７８（３）

＊＊＊

少し当てはまる ９３ （４３．５） ５９ （５２．７） ３４ （３３．３）
あまり当てはまらない ７２ （３３．６） ２２ （１９．６） ５０ （４９．０）
全く当てはまらない １９ （８．９） ９ （８．０） １０ （９．８）

運
動

運動習慣がある よく当てはまる １６ （７．５） ７ （６．３） ９ （８．８）

ns
少し当てはまる ４７ （２２．０） ２６ （２３．２） ２１ （２０．６）
あまり当てはまらない ９１ （４２．５） ４６ （４１．１） ４５ （４４．１）
全く当てはまらない ６０ （２８．０） ３３ （２９．５） ２７ （２６．５）

身体活動の少なさが気
になる

よく当てはまる ９７ （４５．３） ５７ （５０．９） ４０ （３９．２）

ns
少し当てはまる ７８ （３６．４） ３５ （３１．３） ４３ （４２．２）
あまり当てはまらない ３０ （１４．０） １６ （１４．３） １４ （１３．７）
全く当てはまらない ９ （４．２） ４ （３．６） ５ （４．９）

*** : P＜０．００１ ** : P＜０．０１ * : P＜０．０５ ns：有意差なし
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意差を認めた項目は「家族のための食育活動」（P

＜０．０１），「大人を対象とした食育」（P＜０．０１），

「パンフレットの配布」（P＜０．０１）であった。

期待する食育活動について「よく当てはまる」と

「少し当てはまる」をあわせた割合をみると，良

好群は「家族のための食育」（８１．２％），「大人を

対象とした食育」（８２．１％），「友達と参加できる

食育」（７２．４％），「食育に関連した料理教室」

（６７．０％），「パンフレットの配布」（６９．７％）であっ

た。不良群は「家族のための食育」（５９．８％），

「大人を対象とした食育」（６７．６％），「友達と参

加できる食育」（６４．７％），「食育に関連した料理

教室」（５７．９％），「パンフレットの配布」（５１．０％）

であった。食育情報の手段については，「よく当

てはまる」「少し当てはまる」をあわせた割合を

高い順に３位までみると，良好群では「新聞」

（７１．４％），飲食店の広告や掲示（６９．６％），テレビ

（６８．８％）であった。不良群ではテレビ（８０．４％），

表８ 健全な食生活に対する配慮と食生活への満足度・食育の状況との関連 人数（％）

項目 選択肢 総数
健全な食生活に対する配慮

χ２検定
良好群（n＝１１２） 不良群（n＝１０２）

食
事
・
食
生
活
の
満
足
度

「食」の自己管理がで
きている

よく当てはまる １４ （６．５） １０ （８．９） ４ （３．９）
２０．０７（３）

＊＊＊

少し当てはまる ６３ （２９．４） ４６ （４１．１） １７ （１６．７）
あまり当てはまらない １１８ （５５．１） ４８ （４２．９） ７０ （６８．６）
全く当てはまらない １９ （８．９） ８ （７．１） １１ （１０．８）

食生活に満足している よく当てはまる ２８ （１３．１） ２３ （２０．５） ５ （４．９）
２３．８７（３）

＊＊＊

少し当てはまる ７２ （３３．６） ４６ （４１．１） ２６ （２５．５）
あまり当てはまらない １０１ （４７．２） ３９ （３４．８） ６２ （６０．８）
全く当てはまらない １３ （６．１） ４ （３．６） ９ （８．８）

食事に満足している よく当てはまる ５７ （２６．６） ４４ （３９．３） １３ （１２．７）

ns
少し当てはまる １００ （４６．７） ５３ （４７．３） ４７ （４６．１）
あまり当てはまらない ５１ （２３．８） １３ （１１．６） ３８ （３７．３）
全く当てはまらない ６ （２．８） ２ （１．８） ４ （３．９）

食事はおいしい よく当てはまる １１９ （５５．６） ７９ （７０．５） ４０ （３９．２）

ns
少し当てはまる ８１ （３７．９） ２９ （２５．９） ５２ （５１．０）
あまり当てはまらない １３ （６．１） ３ （２．７） １０ （９．８）
全く当てはまらない １ （０．５） １ （０．９） ０ （０．０）

食事は楽しい よく当てはまる １０１ （４７．２） ７６ （６７．９） ２５ （２４．５）

ns
少し当てはまる ８７ （４０．７） ３１ （２７．７） ５６ （５４．９）
あまり当てはまらない ２４ （１１．２） ４ （３．６） ２０ （１９．６）
全く当てはまらない ２ （０．９） １ （０．９） １ （１．０）

食生活を改善したい よく当てはまる ８６ （４０．２） ４３ （３８．４） ４３ （４２．２）

ns
少し当てはまる ９３ （４３．５） ４９ （４３．８） ４４ （４３．１）
あまり当てはまらない ３１ （１４．５） １６ （１４．３） １５ （１４．７）
全く当てはまらない ４ （１．９） ４ （３．６） ０ （０．０）

食
育
の
状
況

小学校から高校までに
食教育を受けた

よく当てはまる ３９ （１８．２） ３１ （２７．７） ８ （７．８）
１６．２６（３）

＊＊

少し当てはまる ９５ （４４．４） ４３ （３８．４） ５２ （５１．０）
あまり当てはまらない ６８ （３１．８） ３０ （２６．８） ３８ （３７．３）
全く当てはまらない １２ （５．６） ８ （７．１） ４ （３．９）

食育に関心がある よく当てはまる ６７ （３１．３） ４４ （３９．３） ２３ （２２．５）

ns
少し当てはまる ９７ （４５．３） ５０ （４４．６） ４７ （４６．１）
あまり当てはまらない ４７ （２２．０） １６ （１４．３） ３１ （３０．４）
全く当てはまらない ３ （１．４） ２ （１．８） １ （１．０）

食育の意味を理解して
いる

よく当てはまる ８５ （３９．７） ５７ （５０．９） ２８ （２７．５）

ns
少し当てはまる ９６ （４４．９） ４４ （３９．３） ５２ （５１．０）
あまり当てはまらない ２８ （１３．１） ９ （８．０） １９ （１８．６）
全く当てはまらない ５ （２．３） ２ （１．８） ３ （２．９）

「食」に対する情報が
多くて選択に迷う

よく当てはまる ２９ （１３．６） ２０ （１７．９） ９ （８．８）

ns
少し当てはまる １１１ （５１．９） ４７ （４２．０） ６４ （６２．７）
あまり当てはまらない ６９ （３２．２） ４３ （３８．４） ２６ （２５．５）
全く当てはまらない ５ （２．３） ２ （１．８） ３ （２．９）

*** : P＜０．００１ ** : P＜０．０１ * : P＜０．０５ ns：有意差なし
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表９ 健全な食生活に対する配慮と食育への期待との関連 人数（％）

項目 選択肢 総数
健全な食生活に対する配慮

χ２検定
良好（n＝１１２） 不良群（n＝１０２）

期
待
す
る
食
育
活
動

家族のための食育活動 よく当てはまる ５８ （２７．１） ３９ （３４．８） １９ （１８．６）
１４．１５（３）

＊＊

少し当てはまる ９４ （４３．９） ５２ （４６．４） ４２ （４１．２）
あまり当てはまらない ５２ （２４．３） １７ （１５．２） ３５ （３４．３）
全く当てはまらない １０ （４．７） ４ （３．６） ６ （５．９）

大人を対象とした食育 よく当てはまる ５２ （２４．３） ３８ （３３．９） １４ （１３．７）
１４．１３（３）

＊＊

少し当てはまる １０９ （５０．９） ５４ （４８．２） ５５ （５３．９）
あまり当てはまらない ４３ （２０．１） １７ （１５．２） ２６ （２５．５）
全く当てはまらない １０ （４．７） ３ （２．７） ７ （６．９）

友達と参加できる食育 よく当てはまる ５１ （２３．８） ３４ （３０．４） １７ （１６．７）

ns
少し当てはまる ９６ （４４．９） ４７ （４２．０） ４９ （４８．０）
あまり当てはまらない ６０ （２８．０） ２９ （２５．９） ３１ （３０．４）
全く当てはまらない ７ （３．３） ２ （１．８） ５ （４．９）

講演会や展示会 よく当てはまる １９ （８．９） １２ （１０．７） ７ （６．９）

ns
少し当てはまる ８４ （３９．３） ４８ （４２．９） ３６ （３５．３）
あまり当てはまらない ９６ （４４．９） ４５ （４０．２） ５１ （５０．０）
全く当てはまらない １５ （７．０） ７ （６．３） ８ （７．８）

食育に関連した料理教
室

よく当てはまる ３８ （１７．８） ２７ （２４．１） １１ （１０．８）

ns
少し当てはまる ９６ （４４．９） ４８ （４２．９） ４８ （４７．１）
あまり当てはまらない ６５ （３０．４） ３１ （２７．７） ３４ （３３．３）
全く当てはまらない １５ （７．０） ６ （５．４） ９ （８．８）

パンフレットの配布 よく当てはまる ４４ （２０．６） ３２ （２８．６） １２ （１１．８）
１２．１２（３）

＊＊

少し当てはまる ８６ （４０．２） ４６ （４１．１） ４０ （３９．２）
あまり当てはまらない ７４ （３４．６） ３０ （２６．８） ４４ （４３．１）
全く当てはまらない １０ （４．７） ４ （３．６） ６ （５．９）

食
育
情
報
の
入
手
手
段

情報の提供 よく当てはまる ４８ （２２．４） ３１ （２７．７） １７ （１６．７）

ns
少し当てはまる １０６ （４９．５） ５４ （４８．２） ５２ （５１．０）
あまり当てはまらない ５５ （２５．７） ２３ （２０．５） ３２ （３１．４）
全く当てはまらない ５ （２．３） ４ （３．６） １ （１．０）

テレビ よく当てはまる ６１ （２８．５） ３４ （３０．４） ２７ （２６．５）

ns
少し当てはまる ９８ （４５．８） ４３ （３８．４） ５５ （５３．９）
あまり当てはまらない ５２ （２４．３） ３３ （２９．５） １９ （１８．６）
全く当てはまらない ３ （１．４） ２ （１．８） １ （１．０）

インターネット よく当てはまる ４４ （２０．６） ２３ （２０．５） ２１ （２０．６）

ns
少し当てはまる ９８ （４５．５） ５１ （４５．５） ４７ （４６．１）
あまり当てはまらない ６３ （２９．４） ３３ （２９．５） ３０ （２９．４）
全く当てはまらない ９ （４．２） ５ （４．５） ４ （３．９）

携帯電話での配信 よく当てはまる ４２ （１９．６） ２２ （１９．６） ２０ （１９．６）

ns
少し当てはまる ８４ （３９．３） ４３ （３８．４） ４１ （４０．２）
あまり当てはまらない ７３ （３４．１） ３８ （３３．９） ３５ （３４．３）
全く当てはまらない １５ （７．０） ９ （８．０） ６ （５．９）

新聞 よく当てはまる ５２ （２４．３） ３０ （２６．８） ２２ （２１．６）

ns
少し当てはまる ９０ （４２．１） ５０ （４４．６） ４０ （３９．２）
あまり当てはまらない ６５ （３０．４） ２８ （２５．０） ３７ （３６．３）
全く当てはまらない ７ （３．３） ４ （３．６） ３ （２．９）

雑誌 よく当てはまる ４３ （２０．１） ２１ （１８．８） ２２ （２１．６）

ns
少し当てはまる １０３ （４８．１） ５４ （４８．２） ４９ （４８．０）
あまり当てはまらない ６３ （２９．４） ３３ （２９．５） ３０ （２９．４）
全く当てはまらない ５ （２．３） ４ （３．６） １ （１．０）

書籍 よく当てはまる ４４ （２０．６） ２４ （２１．４） ２０ （１９．６）

ns
少し当てはまる ３８ （４１．１） ４６ （４１．１） ４２ （４１．２）
あまり当てはまらない ７４ （３４．６） ３８ （３３．９） ３６ （３５．３）
全く当てはまらない ８ （３．７） ４ （３．６） ４ （３．９）

飲食店の広告や掲示 よく当てはまる ４６ （２１．５） ２４ （２１．４） ２２ （２１．６）

ns
少し当てはまる １０６ （４９．５） ５４ （４８．２） ５２ （５１．０）
あまり当てはまらない ５５ （２５．７） ２９ （２５．９） ２６ （２５．５）
全く当てはまらない ７ （３．３） ５ （４．５） ２ （２．０）

*** : P＜０．００１ ** : P＜０．０１ * : P＜０．０５ ns：有意差なし
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飲食店の広告や掲示（７２．６％），雑誌（６９．６％）

であった。

Ⅳ．考察

女子短大生の健全な食生活に対する配慮をみた

ところ，最も望ましい選択肢（よく当てはまる）

を選択した者の割合は，「朝食は毎日食べる」が

５７．９％，「食事のバランスはよい」が２４．３％，「食

事時間は規則的である」が１５．９％，「よく噛んで

食べる」が１４．５％，「食事の際に家族と会話をす

る」が３９．３％，「携帯を使いながら食事をしない」

が２６．２％，「心身ともに健康だと思う」が１４．０％

であった。望ましい選択肢の回答をした割合が低

かったことから，良好群と不良群に対して，生活

リズム，食事のマナーなどの基本的な食育の強化

が必要であると思われた。健全な食生活に対する

配慮と食生活状況，生活習慣，健康状態，食生活

の満足度，食育への期待との関連を検討した。両

群を比べると，食生活状況では「朝食は毎日食べ

る」は良好群が７９．５％，不良群が３４．３％，朝食欠

食者は良好群が１．８％，不良群が９．８％であった

（P＜０．００１）。本調査の不良群の欠食率は，平成

２０年国民健康・栄養調査５）の該当年齢１５～１９歳の

女子（１０．０％），および２０～２９歳の女子（２６．２％）よ

りは低かった。このことは，Ａ短期大学が取り組

んだ文部科学省委託事業「子どもの生活リズム向

上全国フォーラム in やまなし」における「早ね・

早おき・朝ごはん」１０）の推進効果が現れたものと

思われる。朝食欠食の原因について，上條は大学

生の男女を対象とした報告で，２４時以降の就寝，

食事時間の規則性の乱れ，生活習慣が夜型化の傾

向にあることを指摘している２）。本調査では，良

好群は食事時間・起床時間・就寝時間の規則性，

生活リズムの満足，食の自己管理，食生活の満足

において不良群との間に有意差を認めている（生

活リズムは P＜０．０５，他の項目は P＜０．００１）。健

全な食生活の向上には，まず，望ましい生活リズ

ム（朝食摂取，食事時間・起床時間・就寝時間の

規則性）の習慣化が必要と思われる。また，「運

動習慣がある」の「よく当てはまる」「少し当て

はまる」をあわせた割合は，良好群が２９．５％，不

良群が２９．４％と両群ともに低かった。このことは

「身体活動の少なさが気になる」に反映している

と思われた（良好群は８２．２％，不良群は８１．４％）。

平成１８年国民健康・栄養調査結果では運動習慣が

ある者は，女性では２０歳が最も低く１７．１％と報告

されている１１）。日常的に運動習慣をもつことは健

康の保持や増進のために大切であり，生活リズム

の習慣化とともに短大生に対する食育の重要な課

題であると思われる。食習慣では良好群は不良群

に比べて食事のバランスはよく「よく当てはま

る」と回答した者は良好群が３８．４％，不良群が

８．８％であった（P＜０．００１）。両群ともに，塩分

や油（脂）の摂り過ぎに対する配慮はみられた

が，「甘いもの」の摂取には配慮が少ない傾向が

みられた。加賀美は食生活に対する配慮意識と食

品摂取状況との関連において，野菜，果物，牛乳

の摂取は高配慮群が低配慮群に比べて摂取頻度が

有意に高いことを報告している４）。本調査におい

ても有意差は認めなかったが良好群は不良群に比

べて，摂取頻度が高くなる傾向がみられた。食品

の利用頻度，食品購入時の配慮では，良好群は不

良群に比べてコンビニエンスストア（弁当・惣

菜），加工食品，インスタント食品の利用頻度は

少なく（いずれも P＜０．０５），郷土料理をよく食

べ（P＜０．０１），食品の購入時には国産にこだわ

り（P＜０．０５），栄養表示（P＜０．００１）や食品添

加物（P＜０．０１）を確認していることがわかっ

た。岸田らは女子学生を対象に食の外部化の実態

を調べ，良好な食行動パターンをもつ者は内食派

であることを報告している１２）。本調査では両群の

間に家庭での食事作りの手伝い（下ごしらえ，調

理，後片付け）においても有意差を認めたことか

ら，良好群は不良群に比べて，食品の購入時の配

慮や食事作りへのかかわりに対する意識が高いこ

とがうかがえる。また，共食や家族とのコミュニ

ケーションでは共食の機会を持ち（P＜０．０１），

食品を購入するとき家族と会話があり（P＜

０．０１），携帯電話を使いながら食事をしない（P

＜０．００１）ことも示された。これらの背景には，

良好群では小学校から高校までの間に食教育を受

けた者が不良群と比べ有意に高かったこと（P＜

０．０１），有意差はみられなかったが食育への関心

も高いことなどが影響していると思われる。

「食」を大切にし，食事に対する感謝の気持ちを

持ち，正面から向き合う姿勢の中で家族とのより
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よい食卓の風景が育まれていくのではないだろう

か。

短大生の描くこれからの食育への期待では，良

好群は家族や大人を対象とした食育を望み（いず

れも P＜０．０１），パンフレットの配布（P＜０．０１）

を通した食育情報の提供を期待していた。なお，

「食育」に関連した料理教室については，両群と

もに期待が大きく，「よく当てはまる」と「少し

当てはまる」をあわせた割合は，良好群６７．０％，

不良群５７．９％であった。また，両群ともに食育へ

の関心，食生活の改善意欲も高かった。藤井らは

女子学生の調理の実態から，健康な食生活の実践

力育成のためには主食の概念を認識させること，

野菜，いも，大豆，魚等の調理法を扱いやすい形

から習得させること，調理になれることにより作

る面倒感を軽減させることを指摘している１３）。こ

れらのことから，調理体験を増やすことは，自分

の食事作りや家族の食事作りへかかわるきっかけ

になると期待できる。同時に食事作りのスキルを

高めることにつながっていくと思われる。さら

に，食事作りは家族とのコミュニケーションを深

めるうえでも重要であると考える。

以上の結果から，健全な食生活に対する配慮の

向上には，講演等で一斉に行う集団指導だけでな

く，良好群と不良群，それぞれの対象者に合わせ

た食育の展開が必要であると思われる。具体的な

方策として，良好群は不良群に比べ生活リズムは

よいが，それをさらに向上させ，継続させること

を目指し，同時に食品の選択能力や調理技術な

ど，習得するスキルの段階に応じた指導を行うこ

とで，食の自己管理能力を一層高められると考え

る。不良群に対しては，望ましい生活リズムの習

得に向けた意識の変容と習慣化および食の自己管

理能力のスキルアップが必要であると思われる。

それぞれの到達目標にあわせ，対象者をグループ

分けして指導を展開することが望ましい。今後の

食育では対象者が受身の姿勢ではなく，積極的に

参加できる場を提供し，食生活に対する関心や改

善意識をさらに高めることが大切である。

Ⅴ．まとめ

本調査では，女子短大生の食生活状況（食習

慣，食品の利用頻度，食品購入時の配慮，食事作

りへのかかわり，共食，家族とのコミュニケー

ション），生活習慣（生活リズム，運動），健康状

態，食生活の満足度，食育への期待を把握して問

題点を明らかにするとともに，健全な食生活に対

する配慮の向上を目指した今後の食育のあり方を

検討した。

１）食生活状況（食習慣・食品の利用頻度・食品

購入時の配慮・食事作りへのかかわり・共食・

家族とのコミュニケーション）

良好群では不良群に比べて，朝食を毎日食べる

者が多く，食事のバランスはよかった。また，コ

ンビニエンスストア（弁当・惣菜），加工食品，

インスタント食品の利用頻度は少なく，郷土料理

をよく食べ，食品の購入時には栄養表示や食品添

加物を確認し，国産にこだわって食品を購入して

おり，家庭での食事作り（下ごしらえ，調理，後

片付け）に積極的にかかわるとともに，家族と会

話をしながら食事をする機会を多く持ち，携帯電

話を使いながら食事をしないと回答した者が有意

に高かった。

２）生活習慣・健康状態・運動

良好群では不良群に比べて，食事時間，起床時

間，就寝時間は規則的であり，生活リズム，食の

自己管理，食生活に満足している者の割合が有意

に高かった。よく眠れると回答した者も有意に高

かった。毎日排便があるでは両群に有意差は認め

られなかったものの，良好群は毎日排便があると

回答した者の割合が高い傾向にあった。心身とも

に健康だと思うでは両群の間に有意差を認めた。

運動については両群ともに運動習慣をもつ者の割

合は低かった。

３）食生活の満足度・食育への期待

良好群では不良群に比べて，小学校から高校ま

での間に食育を受けた体験を持つ者が有意に高

かった。食育への関心，食生活への改善意欲は両

群ともに高かった。また，家族や大人を対象とし

た食育の提供，パンフレットの配布や料理教室な

どを通した食育を望んでいることが明らかとなっ

た。

これらのことから，健全な食生活に対する配慮

の向上には，望ましい生活リズムの習得に向けた

意識の変容と習慣化および食の自己管理能力のス

キルアップが必要であると思われる。今後の食育
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では講演等の集団指導とともにそれぞれの到達目

標に合わせ，対象者をグループ分けした個別的な

指導の展開が必要であると考えられる。
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